
　シチズン時計㈱（東京都西東京市、
戸倉敏夫社長）は、スイス・バーゼルで
開催された世界最大級の時計宝飾の
国際展示会「第43回バーゼルワール
ド」（3月22日～27日）で、究極の精度
「年差±1.0秒」を持つ革新的な光発電
エコ・ドライブムーブメント「Cal.0100」
の登場や、ウォルト・ディズニー・ワール
ド・リゾート（フロリダ州レイク・ブエナ・
ビスタ）、ディズニーランド・リゾート（カ
リフォルニア州アナハイム）、およびマー
ベル・ニュー・メディアクリエイティブ・
スペースのオフィシャル・タイムピース
（公式時計）となることを発表し話題を
集めるとともに、今年で創業100周年
を迎え、出展ブースにおいて、記念パー
ティ“100年の感謝の気持ちを込めて”
を開催した。なお、シチズンは1986年
の初出展以来、今年で33回目の出展
となった。

　戸倉社長は「シチズンウオッチグ
ループは、それぞれのブランドが歴史
の中で培ってきた革新的な技術と魅力

を互いに称えながら、時計の未来を創
り出しています。CITIZEN、BLOVA、
A n o l d & S o n 、F r e d e r i q u e 
Constant、Alpina、CAMPANOLA、
グループを代表するそれぞれのブラン
ドが歩んできた“Time（過去・現在・未
来）”を讃えることで、共に新たな一歩
を踏み出し、時計の世界において新し
い風を巻き起こすことができると信じて
います」とのメッセージを発信した。
　続けて、バーゼルにおいては「グルー
プとして新たにTimeTheatreを作り上
げました。2018年のテーマは“We 
Celebrate Time”“市民に愛され市民
に貢献する”というCITIZENの理念に
基づき、来場されるすべての人々に開
かれたこの“TimeTheatre”では、人々
が“時”について自由に思いを巡らせ、
それぞれの“時”を過ごしてもらえる空
間づくりを目指しました。そこに集う
人々の人生において積み重ねてきた
“時”やこれから歩んでいく“時”を、共
に祝うことができる場になれば嬉しく
思います。そして、この場所では“身に着

けるお客様のた
めに革新的な時
計をつくりたい”
という共通した
思いを有するシ
チズンウオッチ

グループ各ブランドの最新時
計が見られます」と紹介した。
　また、創業100周年を迎える
CITIZENについて「“時計とは
なにか”ということを常に問い
続けてきました。時間とは、針が
刻む1秒1秒の積み重ねであ
り、人生は、瞬間の出来事の連
なりです。その時間を大切に思うから
こそ、人々に時間を伝える時計は、正
確でなければならない。それは、
1918年に創業した時から変わらぬ
想いであり、時計の精度を追求する
ことは時計メーカーとしての使命であ
ると思っています」とした上で、「世界
初の“年差±1.0秒”という超高精度
光発電エコ・ドライブムーブメント
『 C a l . 0 1 0 0 』を発表しました。
『Cal.0100』が刻む、研ぎ澄まされた
純粋な1秒は、人生におけるひとつひと
つの瞬間をより鮮やかに彩ることがで
きるでしょう。なんにも頼ることなく、正
確な時を刻み続ける『Cal.0100』は、
私たちが“時間”と真摯に向き合ってき
たことのひとつの証です。この他にも、
CITIZEN、BLOVAを中心に、革新的
な新製品を発表しました。これからも

進化を続けるシチズンウオッチグ
ループにご期待ください」と挨拶
した。
　新しいブース構えとなった
「Time Theatre」は、パリで活
躍する日本人建築家の田根剛
（たねつよし）氏が手掛けた。来
場者をオーディエンス、時計の
展示場所をステージと見立てた
構成で、来場者との新たなコミュ
ニケーションの可能性を探る試
みとして、「コミュニケーション・

プログラム」を開催。部品から完成時
計まで自社一貫製造するマニュファク
チュールであるシチズンの各工場で作
られた時計部品（パーツ）を、時計組立
スーパーマイスター・荒井寛子氏が螺
旋に配置することで曼荼羅を描き、光
によって時計が駆動する、パフォーマン
ス形式のプレゼンテーションも行った。
　なお、Cal.0100をはじめ、エコ・ドラ
イブ・ワンの新作や記念限定モデルな

創業100周年を迎えるシチズン時計

どの詳細は、4面
に掲載すると共
に、次号等でも
紹介していく予
定とする。
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100周年の感謝を込め挨拶する戸倉社長
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お
山
の
大
将
同
士
は
気
が
合
う
も
の
だ
と
思
っ
た
の
が
、突
如
と
し
て
決
ま
っ
た

米
朝
首
脳
会
談
開
催
の
決
定
だ
。

　

ト
ラ
ン
プ
と
し
て
は
、北
朝
鮮
の
ほ
ほ
え
み
外
交
を
無
視
す
る
こ
と
が
出
来
な
く

な
っ
た
為
の
結
果
か
も
し
れ
な
い
が
、そ
れ
に
し
て
も
、二
人
の
変
わ
り
身
の
早
さ
が

目
に
付
く
。

　

し
か
し
、５
月
の
会
談
が
決
裂
し
た
時
は
、米
朝
両
国
に
よ
る
全
面
戦
争
が
勃
発

す
る
。も
は
や
、米
国
の
良
心
な
る
も
の
は
な
い
。ト
ラ
ン
プ
は
全
て
、イ
エ
ス
マ
ン
の

好
戦
者
に
取
り
囲
ま
れ
て
い
る
の
だ
。ト
ラ
ン
プ
自
身
、好
戦
的
で
あ
り
、最
近
の
国

務
長
官
の
更
迭
に
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
、意
見
の
異
な
る
人
間
を
周
り
に
置
か
な

い
性
格
の
よ
う
だ
。

　

と
こ
ろ
で
、２
月
に
大
幅
に
下
げ
た
株
価
は
、ト
ラ
ン
プ
の
ア
メ
リ
カ
ン・フ
ァ
ー

ス
ト
政
策
に
よ
る
鉄
鋼
及
び
ア
ル
ミ
に
対
す
る
サ
ー
チ
ャ
ー
ジ
的
な
輸
入
関
税
導

入
の
為
、世
界
的
な
貿
易
戦
争
が
始
ま
る
可
能
性
が
あ
り
、株
価
の
回
復
に
戸
惑
い

が
見
ら
れ
る
。

　

前
回
記
述
し
た
通
り
、今
や
経
済
の
潮
目
が
変
わ
っ
た
と
み
る
。つ
ま
り
、景
気
回
復

基
調
に
あ
っ
た
世
界
の
経
済
が
、一
時
的
に
せ
よ
、変
化
の
兆
し
が
見
え
て
き
た
の
だ
。

　

恐
ら
く
、日
本
の
政
権
首
脳
は
、現
在
の
良
好
な
日
米
関
係
か
ら
、今
回
の
米
国

側
の
関
税
処
置
か
ら
日
本
は
免
れ
る
と
の
甘
い
期
待
を
持
っ
て
い
た
が
、そ
う
は
い

か
な
か
っ
た
の
で
、状
況
は
深
刻
だ
。

　

こ
の
夏
に
は
、円
は
１
ド
ル
百
円
前
後
ま
で
値
上
が
り
し
、こ
れ
か
ら
の
日
米
貿

易
及
び
日
本
の
経
済
に
重
大
な
影
響
を
与
え
る
も
の
と
思
う
。何
時
ま
で
も
、低
金

利
政
策
、金
を
だ
ぶ
つ
か
せ
て
い
る
時
期
で
は
な
い
の
だ
。い
ず
れ
に
し
て
も
、日
米

間
に
は
、重
大
な
問
題
が
山
積
す
る
年
の
よ
う
だ
。

　

前
回
に
続
い
て
の
ジ
ュ
エ
リ
ー
業
界
の
話
題
だ
が
、政
府
の
発
表
に
よ
る
と
、個
人

が
所
有
す
る
金
融
資
産
は
、１
８
０
０
兆
円
強
ま
で
拡
大
し
た
と
の
こ
と
だ
が
、ジ
ュ

エ
リ
ー
の
購
入
に
は
回
っ
て
き
そ
う
も
な
い
の
が
現
状
だ
。と
い
う
の
は
、余
り
に

も
、我
が
国
の
高
齢
者
社
会
は
夢
が
な
く
、先
行
き
の
話
題
が
す
べ
て
暗
す
ぎ
る
の

で
、当
面
、金
を
使
う
事
に
気
が
回
ら
な
い
よ
う
だ
。高
齢
者
向
け
の
生
命
保
険
の

Ｃ
Ｍ
の
よ
う
に
、死
ん
で
も
子
供
に
少
し
は
残
し
た
い
で
は
だ
め
な
の
だ
。

　

国
連
の
幸
福
度
調
査
で
も
、日
本
の
ラ
ン
ク
は
低
く
、50
位
以
内
に
も
入
っ
て
い
な

い
。世
界
一の
長
寿
国
な
ら
ば
、そ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
豊
か
さ
が
あ
っ
て
然
る
べ
き
だ
。

　

ジ
ュ
エ
リ
ー
先
進
国
と
言
わ
れ
る
イ
タ
リ
ア
の
場
合
、人
々
の
暮
ら
し
は
そ
れ

ほ
ど
豊
か
で
は
な
く
、ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
貧
し
い
が
、そ
の
暮
ら
し
方
は
、底
抜

け
に
明
る
く
、楽
し
そ
う
だ
。

　

そ
の
理
由
は
と
言
え
ば
、食
べ
物
が
安
く
、豊
富
で
、古
代
の
ロ
ー
マ
時
代
か

ら
、飢
え
に
苦
し
ん
だ
こ
と
が
な
い
こ
と
だ
。食
料
品
に
つ
い
て
の
心
配
が
な
く
、

そ
の
自
給
自
足
が
豊
か
さ
の
根
源
だ
と
み
る
。

　

林
先
生
に
よ
る「
金
を
使
う
の
は
、今
で
し
ょ
う
！
」の
Ｃ
Ｍ
が
必
要
の
よ
う
だ
。

　

浪
費
家
の
代
表
と
思
わ
れ
る「
宵
越
し
の
金
は
持
た
な
い
の
は
、江
戸
っ
子

だ
！
」と
い
う
日
本
人
の
お
金
の
使
い
方
に
つ
い
て
、今
の
時
期
、再
度
見
直
す
必

要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

　
い
ず
れ
に
し
て
も
、業
界
を
活
性
化
す
る
に
は
、宝
飾
品
の
魅
力
を
数
倍
高
め

る
こ
と
と
、ジ
ュ
エ
リ
ー
を
日
常
使
い
さ
せ
る
為
の
普
及
が
急
務
で
あ
る
。

　

そ
れ
に
は
、売
り
方
も
従
来
と
は
異
な
っ
て
く
る
。展
示
会
方
式
で
売
れ
る
も

の
は
、高
額
の
宝
石
類
で
、主
力
と
な
る
日
常
使
い
の
物
は
、店
売
り
だ
。

　

店
舗
で
の
販
売
力
が
な
い
と
、宝
飾
業
は
成
り
立
た
な
い
。当
然
の
こ
と
だ
が
、

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
と
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
イ
シ
ョ
ン
を
意
識
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

　

低
価
格
帯
の
誰
に
で
も
購
入
で
き
る
お
し
ゃ
れ
な
ジ
ュ
エ
リ
ー
が
、ブ
ー
ム
的
に

売
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
、間
も
な
く
で
あ
る
。い
ず
れ
に
し
て
も
、魅
力
あ
る
商
品

開
発
が
大
切
だ
。こ
れ
か
ら
の
半
年
間
が
業
界
に
と
っ
て
大
き
な
カ
ギ
に
な
る
。

第92回
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